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◇研究目的 
 漢方薬は様々な疾患の治療において幅広く使用されており，慢性あるいは難治性疾患における
漢方薬による治療及び進展予防効果への期待も大きい。その一方で，漢方医学は経験的である
との批判もあり，臨床研究や基礎研究を通した科学的エビデンスの蓄積が求められている。エ
ビデンスの蓄積には，漢方医学的概念や証（適応病態）の客観化するとともに，漢方薬の薬理
効果や作用機序を解明することにより，漢方医薬学を普遍的なものとする必要である。そこで，
本分野は，漢方医学的病態や漢方薬の治療効果に関する臨床研究と，実際の臨床での漢方薬使
用状況を考慮した基礎研究により，新たな漢方医学を確立することを目指している。 
◇研究概要  
Ⅰ）漢方方剤・生薬の薬理効果の基礎的研究 
 1) 浮腫・下痢・慢性腎臓病・癌に対する漢方方剤・生薬の効果 
2)  漢方方剤・生薬の粘膜免疫活性効果 
3)  漢方方剤・生薬の粘膜ワクチンアジュバント効果 
4)  漢方方剤・生薬成分の生体内動態解析 
5)  生薬の品質及び漢方方剤の去加方に起因する効果発現の変化 
6)  生薬・漢方方剤含有成分の同定・生物活性の評価 
7)  ストレス対応漢方方剤の薬理効果 
Ⅱ）証の科学的翻訳に関する臨床的研究 
 1)  漢方医学的病態の数値化 
2)  自律神経系と漢方医学的病態との関連性 
3)  各種疾患に対する漢方方剤の臨床効果 
Ⅲ）漢方医薬学教育に関する研究 
 1)  漢方医薬学教育効果に関する検討 
2)  漢方医薬学研修プログラムの開発 
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 24)  柴原直利, 条美智子. 症例検討. 第 44 回漢方診断研究会; 2018 Oct 18; 富山. 
 25)  柴原直利. 腎・泌尿器疾患と漢方治療. 富山のくすし 平成 30 年度第 6 回漢方医学と生薬講
座; 2018 Oct 27; 富山. 
 26)  柴原直利. 漢方講座 心の病の漢方治療. 登録販売者生涯学習研修 A 講座; 2018 Nov 8; 富山. 
 27)  柴原直利. 疼痛性疾患と漢方治療. 富山のくすし 平成 30 年度第 7 回漢方医学と生薬講座; 
2018 Nov 10; 富山. 
 28)  柴原直利. 不眠症の漢方治療. 富山大学市民講座 2018 睡眠学のススメ; 2018 Nov 17; 富山. 
 29)  柴原直利. 症例検討. 第 78 回富山漢方談話会; 2018 Nov 20; 富山. 
 30)  野上達也, 北原英幸, 藤本誠, 渡り英俊, 三澤広貴, 金原嘉之, 柴原直利, 嶋田豊. 烏頭赤石脂
丸料が奏効している原因不明の前胸部痛の一例. 第 22 回和漢診療学シンポジウム; 2018 
Dec 1; 富山. 
 31)  金原嘉之, 北原英幸, 三澤広貴, 渡り英俊, 野上達也, 藤本誠, 柴原直利, 嶋田豊. 腰椎椎間板
ヘルニアに伴う神経根性疼痛に対し、疼痛治療薬に当帰鬚散の併用が奏効した一例. 第
22 回和漢診療学シンポジウム; 2018 Dec 1; 富山. 
 32)  柴原直利. 眼科疾患と漢方治療. 富山のくすし 平成 30 年度第 8 回漢方医学と生薬講座; 
2018 Dec 15; 富山. 
 33)  柴原直利. 未病プロジェクトと AI を活用した漢方診断の可能性. 富山大学ファーマ・メデ
ィカルエンジニア（PME）養成プログラム 第５回公開シンポジウム －社会・地域が求め
るファーマ・メディカルエンジニアリングの展開－; 2018 Dec 19; 富山. 
 34)  柴原直利. 症例検討. 第 45 回漢方診断研究会; 2018 Dec 20; 富山. 
 35)  柴原直利. 皮膚疾患と漢方治療. 富山のくすし 平成 30 年度第 9 回漢方医学と生薬講座; 
2019 Jan 19; 富山. 
 36)  柴原直利. 症例検討. 第 79 回富山漢方談話会; 2019 Jan 22; 富山. 
 37)  柴原直利. 症例検討. 第 46 回漢方診断研究会; 2019 Feb 21; 富山. 
 38)  柴原直利. 肝・胆道疾患と漢方治療. 富山のくすし 平成 30 年度第 10 回漢方医学と生薬講
座; 2019 Feb 23; 富山. 
 39)  柴原直利. 明日からの診療に役立つ漢方薬. 南砺市医師会学術講演会; 2019 Feb 27; 富山. 
 40)  柴原直利. 症例検討. 第 80 回富山漢方談話会; 2019 Mar 19; 富山. 
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違に関する研究」，2016, 12～ 
 7) ロート製薬：「植物中に含まれる新規核酸の機能研究」, 2014 ,10〜 
 8) 小林製薬：「メタボリックシンドロームにおける新規漢方処方の有効性研究」, 2017, 8〜 
   
海外  
 1) Jerome W. Breslin (Department of Molecular Pharmacology and Physiology, Morsani College 
of Medicine, University of South Florida, Professor), 「Lymphatic contraction mechanisms」, 
2017, 3~ 
 2) 方剛（広西中医薬大学荘医学准教授），「中日国際協力プロジェクトによる荘医学の
新展開に関わる研究」，2017,  10～ 
 3) Nguyen Phuong Dung (University of Medicine and Pharmacy at Ho Chi Minh city, Faculty of 
Traditional Medicine, Professor), 「伝統薬の薬効評価に関わる日越共同研究」2017, 1～ 
   
◇非常勤講師  
 1) 柴原直利：富山大学医学薬学教育部，「和漢医薬学入門」，2018, 4, 20. 
 2) 柴原直利：富山福祉短期大学看護学部，「東洋医学概論」，2018, 9, 6～10, 7. 
 3) 柴原直利：富山大学医学薬学教育部（薬学），「東洋医学概論」，2018, 10, 4～2019, 1, 31. 
 4) 柴原直利：富山大学医学薬学教育部（薬学），「病院実務実習」，2018, 9, 18～2018, 11,16. 
 5) 柴原直利：富山大学大学院医学薬学教育部（医学系）修士課程，「東洋医学概論」，2018, 
12, 12, 2019, 1, 23. 
 6) 小泉桂一：富山病院附属看護学校，「栄養・生化学」，2018, 4, 6～9, 25. 
◇研究費取得状況 
 1) 文部科学省科学研究費，基盤研究（B）（分担：柴原直利，継続）「漢方薬成分のインシリ
コ標的タンパク質探索による漢方薬リポジショニング」30万 
 2) 文部科学省科学研究費，基盤研究（B）（代表：小泉桂一，継続）「漢方医薬学と複雑系数
理科学の挑戦 ～未病の検出から始まる新たな医療戦略の構築へ～」397万 
 3) 文部科学省科学研究費，若手（B）（代表：条美智子，継続）「ラット腸間膜リンパ管を用
いた五苓散の浮腫改善機序の解明」 194万 
 4) 富山大学運営費交付金機能強化費，齋藤 滋（富山大学大学院医学薬学研究部（医学）
産科婦人科学）（分担：小泉桂一，柴原直利）「医薬学と情報数理学のからの挑戦 ～｢未
病｣および｢時間治療｣の規定因子の検出からの新たな医療戦略の構築～」 140 万 
   
◇研究室在籍者 
1. 大学院後期 4年：飯塚紘史 
2. 大学院前期 2年：劉夢馨（秋入学）, サランチチグ 
5. 薬学部薬学科6年：江藤武志, 竹下佳輝 
6. 薬学部薬学科5年：大河原優, 大塚義起 
7. 薬学部薬学科4年：酒井玲奈, 島田涼 
8. 薬学部薬学科3年：鈴木瑞帆, 竹内すずか 
 
